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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホモポリマーとして０℃未満のＴｇを有しかつ４～１２個の炭素原子を有するアルキル
基を有する少なくとも１種の（メタ）アクリレートモノマー４０～９８ｗｔ％とアクリル
酸およびメタクリル酸からなる群より選ばれる共重合性酸性モノマー２～３０ｗｔ％とを
含むモノマーより得られ、酸官能基を有し、重量平均分子量が８００，０００未満である
少なくとも１種のポリマーを含む感圧接着剤成分、
　ホモポリマーとして２０℃より高いＴｇを有する少なくとも１種のアルキル（メタ）ア
クリレートモノマー４０～９８ｗｔ％と（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）エチルメタクリレー
ト、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミドからなる群より選ばれる共重合性塩基性モノマー２
～５０ｗｔ％とを含むモノマーより得られ、塩基官能基を含み、１００，０００を上回る
重量平均分子量および２０℃を上回るガラス転移温度を有する高Ｔｇポリマーおよび
　架橋剤
のブレンドを含む接着剤組成物であって、
　前記高Ｔｇポリマーの量が感圧接着剤成分と高Ｔｇポリマーの総質量１００質量部に対
し５０質量部未満であり、前記感圧接着剤成分の官能基および前記高Ｔｇポリマーの官能
基が、混合された時に酸－塩基相互作用を形成し、８０℃および９０％相対湿度において
５００時間老化させた後に、目視観察によって光学的に透明であり、ＡＳＴＭ試験法Ｄ１
００３－９５によって測定した場合に少なくとも９０％の視感透過率および２％未満の曇
り度を示す接着剤組成物。
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【請求項２】
　請求項１記載の接着剤組成物で被覆された多層アセンブリであって、
　前記接着剤組成物が光学的に透明であり、前記接着剤組成物が少なくとも２つの層を互
いに接着させる、多層アセンブリ。
【請求項３】
　請求項１記載の接着剤組成物を基材上に被覆する工程を含む多層物品を調製する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は接着剤組成物に関する。詳しくは、本発明は、感圧接着剤組成物、こうした感
圧接着剤を用いる方法および光学製品などの接着剤を用いて調製された物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　感圧接着剤はかなりの商業的用途を有する。様々な接着剤が、種々のポリマー、例えば
、アクリレート、（メタ）アクリレート、エポキシ、架橋剤、熱硬化性ポリマーおよびカ
チオン硬化性ポリマー、および感熱性開始剤または放射線感受性開始剤を含む原料の無数
の組み合わせから調製されてきた一方で、こうしたすべての組成物が、透明性および安定
性が要求される特に光学用途で用いるために適するとはかぎらない。光学用途のために有
用な接着剤は光学的に透明であるのがよく、接着剤が中で用いられている製品の寿命にわ
たって前記透明性を維持するのもよい。接着剤は光学エレメントの製造中およびこうした
エレメントの使用中に存在する条件に実質的な量の透明性を失わずに耐えるべきである。
この特性は、接着剤がそれ自体で安定であり、そして光学エレメントまたは光学製品中の
他のエレメントと一緒に用いられる時にも安定で適合性であることを含む。
【０００３】
　光学エレメントは接着剤によって互いに接着された部品を含む。接着剤は、例えば、ポ
リエステルなどの高分子材料に材料を接着させるため、硬質ポリカーボネート、ポリメチ
ルメタクリレートまたはガラスなどの硬質材料に材料を接着させるため、偏光子層に材料
を接着させるためなどに用いられる。
【０００４】
　多くの場合、光学エレメントのこれらの部品のどれもが安定性、透明性、接着強度また
は同じ光学エレメント中の接着剤の他の性能特性に悪影響を及ぼしうる。例えば、ポリカ
ーボネートは、熱および湿度などの環境条件の変化に応答してガスを放出することが知ら
れており、よってポリカーボネートと光学エレメントのもう１つの層との間の接着層で泡
立ちまたは部分離層あるいは完全離層を生じさせる。泡立ちおよび離層は、ガス放出層が
低い蒸気透過率を示すもう１つの層または積層物に接着される時に特に一般的でありうる
。泡立ちおよび離層は、光学エレメントの透明性および一体性に影響を及ぼす可能性があ
り、回避されるべきである。従って、使用中に接着剤が安定であり、離層せず、泡立ちせ
ず、透明性も一体性も失わないことが、これらの背景および他の背景において好ましい可
能性がある。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、大部分の感圧接着剤、高いガラス転移温度（Ｔｇ）を有するポリマーおよび
架橋剤を含む接着剤組成物に関する。組成物の例証的な実施形態は、有用な光学透過率を
有することが可能であり、例えば光学的に透明であることが可能であり、有効製品寿命の
期間にわたって実質的に光学的に透明なままであることが可能である。
【０００６】
　本発明の態様は接着剤組成物に関する。接着剤組成物は、感圧接着剤を構成する酸官能
基または塩基官能基のいずれかを有する少なくとも１種のポリマー、酸官能基または塩基
官能基を有する１００，０００を上回る重量平均分子量を有する高Ｔｇポリマーおよび架
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橋剤を含み、ここで、前記感圧接着剤および前記高Ｔｇポリマー上の官能基は、相溶化ブ
レンドを形成する酸－塩基相互作用を引き起こす。８０℃および相対湿度９０％で約５０
０時間にわたりオーブン内で促進老化後、接着剤混合物は半透明または光学的に透明であ
る。
【０００７】
　別の実施形態において、接着剤組成物は、酸官能基を有する少なくとも１種のポリマー
を含む大部分の感圧接着剤成分、アミド基によって付与された塩基官能基を含む高Ｔｇポ
リマーおよび架橋剤を含む。ここで、前記感圧接着剤成分の官能基および前記高Ｔｇポリ
マーの官能基は、混合された時に酸－塩基相互作用を形成し、感圧接着剤成分はアルコキ
シ（メタ）アクリレートを含まない。
【０００８】
　もう１つの実施形態において、接着剤組成物は、塩基官能基を有する少なくとも１種の
ポリマーを含む大部分の感圧接着剤成分、酸官能基を含む高Ｔｇポリマーおよび架橋剤を
含む。ここで、感圧接着剤の官能基および高Ｔｇポリマーの官能基は、混合された時に酸
－塩基相互作用を形成する。
【０００９】
　本発明は、例えば剥離ライナーまたは光学フィルムなどの基材上に接着剤を被覆するこ
とによる接着剤を用いる方法に更に関連する。本発明方法の追加の工程は、剥離ライナー
上に接着剤を置く工程、接着剤中の任意の溶媒の任意の乾燥または重合工程、あるいは接
着剤を用いる光学エレメントの調製において知られている他の工程、技術または方法を含
んでもよい。
【００１０】
　本発明のもう１つの態様は、光学的に透明な接着剤組成物を含む多層アセンブリに関し
、このアセンブリは接着剤組成物に接着された低水蒸気移動層および／またはガス放出層
を任意に含む。
【００１１】
　本発明のもう１つの態様は多層物品を調製する方法に関する。この方法は、感圧接着剤
を構成する酸官能基または塩基官能基のいずれかを有する少なくとも１種のポリマー、酸
官能基または塩基官能基を有する１００，０００を上回る重量平均分子量を有する高Ｔｇ
ポリマーおよび架橋剤を含む接着剤組成物を基材上に被覆する工程、接着剤組成物混合物
を任意に乾燥させて任意の溶媒を除去する工程および被覆接着剤組成物をもう１つの基材
上に積層する工程を含み、ここで、感圧接着剤および高Ｔｇポリマー上の官能基は相溶化
ブレンドを形成する酸－塩基相互作用を引き起こす。
【００１２】
　すべての図面は一定の率で縮尺して描かれているとはかぎらない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明は、大部分の感圧接着剤成分、高Ｔｇポリマーおよび架橋剤を含む特定の相溶化
組成物を考慮している。本明細書で用いられる「相溶化」という用語は、接着剤組成物を
構成する材料が安定な多相モルホロジーを形成することを意味する。ここで、前記相は、
材料のガラス転移温度（Ｔｇ）またはＴｇより上の温度で老化すると著しく凝集しない、
および／またはサイズが増加しない。本明細書で用いられる高Ｔｇポリマーは、感圧接着
剤を形成するために用いられるポリマーより高いガラス転移温度、例えば典型的には２０
℃を上回る温度を有するポリマーを意味する。
【００１４】
　感圧接着剤（ＰＳＡ）は、（１）攻撃的且つ永久の粘着性、（２）指圧以下で接着、（
３）被着物上に保持するのに十分な能力、（４）被着物からきれいに除去されるのに十分
な凝集強度を含む特性を有することが当業者に周知されている。ＰＳＡとしてよく機能す
ることが判明している材料には、粘着性、引き剥がし粘着力および剪断保持力の所望のバ
ランスをもたらす必要な粘弾性特性を示すように設計され配合されたポリマーが挙げられ
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る。ＰＳＡは本発明による好ましい接着剤ブレンドの一例である。本発明のＰＳＡ成分と
高Ｔｇポリマーの混合物から形成された相溶化ブレンドも任意に感圧接着剤組成物である
。あるいは、接着剤組成物は積層用（熱活性化）接着剤であることが可能である。
【００１５】
　「ポリマー」は、同じであっても、または同じでなくてもよい少なくとも５個の反復モ
ノマー単位を有する高分子材料を意味する。本明細書で用いられるポリマーという用語は
ホモポリマーおよびコポリマーを包含する。
【００１６】
　ＰＳＡ成分および高Ｔｇポリマーは相溶化機構を用いて相溶化される。本明細書で用い
られる「相溶化機構」という用語は、ＰＳＡ成分および高Ｔｇポリマーをそれらの界面相
互反応の修正のゆえに互いに相溶性であるようにする方法を意味する。相溶化機構は、Ｐ
ＳＡ成分および高Ｔｇポリマー中の少なくとも１種のポリマーを２種の材料間に酸－塩基
相互作用が存在するような方法で官能化することを含む。本明細書で記載されたポリマー
間に存在する酸－塩基相互作用は、ルイス酸－塩基型相互作用として表現することが可能
である。ルイス酸－塩基型相互作用は、１方の化学成分が電子受容体（酸）であり、他方
の化学成分が電子供与体（塩基）であることを必要とする。電子供与体は非共有電子対を
提供し、電子受容体は追加の非共有電子対を収容できる軌道システムを提供する。以下の
一般式はルイス酸－塩基相互作用を表現している。
Ａ（酸）＋：Ｂ（塩基）→Ａ：Ｂ（酸－塩基錯体）
ＰＳＡ中のポリマーと高Ｔｇポリマーとの間の酸－塩基相互作用はそれらの界面張力を低
下させ、よって分散相粒子サイズの減少および多相モルホロジーの安定化につながる。こ
うした材料間の界面張力は高Ｔｇポリマーのドメインサイズを減少させる。幾つかの実施
形態、特に光学用途の実施形態において、感圧接着剤内に分散させた高Ｔｇポリマーのド
メインサイズは光学的透明性をもたらすために光の波長未満である。幾つかの実施形態に
おいて、高Ｔｇポリマーのドメインサイズは５０ナノメートル未満である。
【００１７】
　相溶化機構は、それぞれのポリマー上の特定の官能基と無関係である。すなわち、ＰＳ
Ａ成分または高Ｔｇポリマーのいずれかは、酸官能基または塩基官能基を含むことが可能
である。例えば、ＰＳＡ成分中の酸官能化ポリマーは塩基官能化高Ｔｇポリマーと対にな
ることが可能である。あるいは、ＰＳＡ成分の塩基官能化ポリマーは酸官能化高Ｔｇポリ
マーと対になることが可能である。
【００１８】
　アクリレートモノマーおよびメタクリレートモノマーは、まとめて本明細書で「（メタ
）アクリレート」モノマーと呼ぶ。（メタ）アクリレートポリマーは、他の非（メタ）ア
クリレートモノマー、例えばビニル不飽和モノマーと任意に組み合わせたコポリマーであ
ってもよい。こうしたポリマーおよびモノマーは、モノマーおよびポリマーを調製する方
法がそうであるようにポリマー技術および接着剤技術上周知されている。当業者は、接着
剤特性を付与するためにこうしたポリマーが有用でありうることを理解し認め、本明細書
に記載されたように接着剤を提供する際のこうしたポリマー使用を理解するであろう。
【００１９】
　本発明において用いられる「酸性コポリマー」は、少なくとも１種の酸性モノマーおよ
び少なくとも１種の共重合性非酸性モノマー（すなわち、塩基で滴定できないモノマー）
から誘導されるポリマーである。一実施形態において、少なくとも１種の共重合性モノマ
ーはアルキル（メタ）アクリレートモノマーなどの（メタ）アクリレートモノマーである
。酸性コポリマーは、得られるコポリマーが塩基でなお滴定できるかぎり、ビニルモノマ
ーおよび塩基性モノマーなどの他の共重合性モノマーから任意に誘導してもよい。従って
、通常は、塩基性モノマーより酸性のモノマーが酸性コポリマーを調製するために用いら
れる。
【００２０】
　「塩基性コポリマー」は、少なくとも１種の塩基性モノマーおよび少なくとも１種の共



(5) JP 4824544 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

重合性非塩基性モノマー（すなわち、酸で滴定できないモノマー）から誘導されるポリマ
ーである。他のモノマー（例えば、酸性モノマー、ビニルモノマーおよび（メタ）アクリ
レートモノマー）は、塩基性コポリマーが塩基度を保持する（すなわち、酸でなお滴定で
きる）かぎり、塩基性モノマーと共重合することが可能である。一実施形態において、少
なくとも１種の共重合性ポリマーはアルキル（メタ）アクリレートモノマーなどの（メタ
）アクリレートモノマーである。
【００２１】
　光学的に透明である本発明の接着剤組成物は、種々の有用な製品、特に光学エレメント
および光学製品などの光学的透過性の接着剤の恩恵を受ける製品を製造するために用いる
ことが可能である。光学エレメントは、高分子、ガラス、金属化ポリマーあるいは本接着
剤またはもう１種の接着剤、例えば、もう１種の感圧接着剤または構造接着剤のいずれか
１種以上であることが可能である異なる基材材料の多くの層を典型的に含む。これらの材
料のいずれか１種以上は、軟質、硬質、反射性、反射防止性、偏光性であってもよく、典
型的には、光学エレメントの部品として機能するのに十分に光学的に透過性である。
【００２２】
　光学製品中で用いられる幾つかの材料は、光学製品内で逆効果をもたらしうる特定の物
理的特性または化学的特性を有してもよい。例として、幾つかの材料はガスを放出する場
合があり、ガス放出が接着剤および粘着力に影響を及ぼすなら接着層を損なう。幾つかの
材料は水蒸気を透過する能力が低い場合があり、関与する接着剤に及ぼすガス放出層の影
響をおそらく悪化させる。本明細書に記載された接着剤はガス放出および低水蒸気移動な
どの組み合わせ作用に耐えるように光学的に透過性であることが可能であるので有用であ
りうる。
【００２３】
　従って、本発明は、あらゆる用途、特に光学製品または光学エレメント内の用途、およ
び特に光学的に透過性の接着剤または透明の接着剤が有用であるか、必要であるか、また
は望まれる材料を接着させる用途のための記載接着剤の使用を含む。本発明は、ガスを放
出する傾向がある材料であって、こうしたガス放出がガス放出材料ともう１種の材料との
間の接着層の一体性を損なう傾向がある材料を接着させるために特に有用である。なおよ
り詳しくは、本発明は、低水蒸気移動速度を有する材料にガス放出材料を接着させること
を考慮している。
【００２４】
感圧接着剤成分
　本発明の接着剤組成物の感圧接着剤成分は酸性コポリマーまたは塩基性コポリマーのい
ずれかを含む。ＰＳＡ成分が酸性コポリマーを含む時、用いられる酸性モノマー対共重合
性非酸性モノマーの比は、得られる接着剤の所望の特性に応じて異なる。接着剤の特性は
、ＰＳＡ成分、高Ｔｇポリマーおよび架橋剤の相溶化ブレンド中の酸性コポリマーの量を
変えることにより調節することも可能である。
【００２５】
　一般に、酸性コポリマーを調製する際に用いられる酸性モノマーの割合が増加するにつ
れて、得られる接着剤の凝集強度は増加する。酸性モノマーの割合は、本発明のブレンド
中に存在する酸性コポリマーの割合に応じて通常調節される。
【００２６】
　感圧接着剤特性を達成するために、対応するコポリマーは、約０℃未満の結果としての
ガラス転移温度（Ｔｇ）を有するように調整することが可能である。特に好ましい感圧接
着剤コポリマーは（メタ）アクリレートコポリマーである。こうしたコポリマーは、ホモ
ポリマーとして約０℃未満のＴｇを有する少なくとも１種のアルキル（メタ）アクリレー
トモノマー、典型的には約４０質量％～約９８質量％、好ましくは少なくとも７０質量％
、より好ましくは少なくとも８５質量％、最も好ましくは約９０質量％を含むモノマーか
ら誘導される。
【００２７】



(6) JP 4824544 B2 2011.11.30

10

20

30

40

50

　こうしたアルキル（メタ）アクリレートモノマーの例は、アルキル基が約４個～約１２
個の炭素原子を含むモノマーであり、こうしたモノマーには、ｎ－ブチルアクリレート、
２－エチルヘキシルアクリレート、イソオクチルアクリレート、イソノニルアクリレート
、イソデシルアクリレートおよびそれらの混合物が挙げられるが、それらに限定されない
。得られる（メタ）アクリレートコポリマーのＴｇが約０℃未満であるかぎり、任意に、
メチルアクリレート、メチルメタクリレート、イソボルニルアクリレート、酢酸ビニルお
よびスチレンなどのホモポリマーとして０℃を上回るＴｇを有する他のビニルモノマーお
よびアルキル（メタ）アクリレートモノマーを低Ｔｇアルキル（メタ）アクリレートモノ
マーおよび共重合性の塩基性モノマーまたは酸性モノマーの１種以上と合わせて用いても
よい。
【００２８】
　幾つかの実施形態において、アルコキシ基を含まない（メタ）アクリレートモノマーを
用いることが望ましい。
【００２９】
　感圧接着剤成分として有用な塩基性（メタ）アクリレートコポリマーを用いる時、この
コポリマーは、典型的には約２質量％～約５０質量％、好ましくは約５質量％～約３０質
量％の共重合性塩基性モノマーを含む塩基性モノマーから誘導される。
【００３０】
　感圧接着剤成分を形成するために酸性（メタ）アクリレートコポリマーを用いる時、こ
のコポリマーは、典型的には約２質量％～約３０質量％、好ましくは約２質量％～約１５
質量％の共重合性酸性モノマーを含む酸性モノマーから誘導される。
【００３１】
高Ｔｇポリマー添加剤
　本発明の高Ｔｇポリマー添加剤は、感圧接着剤のために選択された官能基に応じて酸性
コポリマーまたは塩基性コポリマーのいずれかを含む。例えば、感圧接着剤が酸性コポリ
マーを含む場合、高Ｔｇポリマー添加剤は相溶化ブレンドを形成するために塩基性コポリ
マーである。
【００３２】
　ポリマー添加剤の高Ｔｇ特性を達成するために、対応するコポリマーは、約２０℃を上
回る結果としてのガラス転移温度（Ｔｇ）を有するように調整される。幾つかの実施形態
において、高Ｔｇポリマー添加剤のＴｇは４０℃、５０℃または６０℃を上回る。例証的
な実施形態において、コポリマーは（メタ）アクリレートコポリマーである。こうしたコ
ポリマーは、ホモポリマーとして約２０℃を上回るＴｇを有する少なくとも１種のアルキ
ル（メタ）アクリレートモノマー、典型的には約４０質量％～約９８質量％、好ましくは
少なくとも７０質量％、より好ましくは少なくとも８５質量％、最も好ましくは約９０質
量％を含むモノマーから誘導される。例には、ｎ－ブチルメタクリレート、メチルメタク
リレート、イソボルニルアクリレート、酢酸ビニルおよびスチレンなどのホモポリマーと
して２０℃を上回るＴｇを有するビニルモノマーおよびアルキル（メタ）アクリレートモ
ノマーが挙げられる。
【００３３】
　ｎ－ブチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、イソオクチルアクリレー
ト、イソノニルアクリレート、イソデシルアクリレートおよびそれらの混合物を含む炭素
原子数約４～約１２のアルキル基を有するモノマーなどの０℃未満のＴｇを有するアルキ
ル（メタ）アクリレートモノマーは、得られる（メタ）アクリレートコポリマーのＴｇが
約２０℃を上回るかぎり、高Ｔｇアルキル（メタ）アクリレートモノマーおよび共重合性
の塩基性モノマーまたは酸性モノマーの１種以上と合わせて用いてもよい。
【００３４】
　高Ｔｇポリマー添加剤が塩基性コポリマーである時、高Ｔｇポリマー添加剤は典型的に
は塩基性（メタ）アクリレートコポリマーである。塩基性（メタ）アクリレートコポリマ
ーは、典型的には約２質量％～約５０質量％、好ましくは約５質量％～約３０質量％の共
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【００３５】
　高Ｔｇポリマー添加剤が酸性コポリマーである時、高Ｔｇポリマー添加剤は典型的には
酸性（メタ）アクリレートコポリマーである。酸性（メタ）アクリレートコポリマーは、
典型的には約２質量％～約３０質量％、好ましくは約２質量％～約１５質量％の共重合性
酸性モノマーを含む酸性モノマーから誘導される。
【００３６】
　幾つかの実施形態において、高Ｔｇポリマー添加剤のコポリマーは、典型的には１００
，０００を上回る重量平均分子量を有する。より高い分子量の高Ｔｇポリマーは、特に高
温および極限条件で相溶化ブレンドの熱安定性を強化するので望ましい。高分子量の高Ｔ
ｇポリマー添加剤を用いるために、高Ｔｇ添加剤の他の属性（モノマー選択性など）およ
び相溶化ブレンドの属性（酸－塩基相互作用レベルなど）は相溶性を保持するために変え
られる。
【００３７】
酸性モノマー
　有用な酸性モノマーには、エチレン系不飽和カルボン酸、エチレン系不飽和スルホン酸
、エチレン系不飽和ホスホン酸およびそれらの混合物から選択されたモノマーが挙げられ
るが、それらに限定されない。こうした化合物の例には、アクリル酸、メタクリル酸、イ
タコン酸、フマル酸、クロトン酸、シトラコン酸、マレイン酸、オレイン酸、Ｂ－カルボ
キシエチルアクリレート、２－スルホエチルメタクリレート、スチレンスルホン酸、２－
アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸およびビニルホスホン酸など、ならびに
それらの混合物から選択された化合物が挙げられる。
【００３８】
　本発明の酸性モノマーは、それらの入手可能性のゆえに、典型的にはエチレン系不飽和
カルボン酸である。遙かにより強い酸を必要とする時、酸性モノマーには、エチレン系不
飽和スルホン酸およびエチレン系不飽和ホスホン酸が挙げられる。スルホン酸およびホス
ホン酸は、一般に、塩基性ポリマーとのより強い相互作用を提供する。このより強い相互
作用は、凝集強度のより大きな改善、ならびに接着剤のより高い温度抵抗および耐溶媒性
に導くことが可能である。
【００３９】
塩基性モノマー
　様々な塩基性モノマーは本発明において有用である。幾つかの実施形態において、塩基
性モノマーは、式（Ｉ）のモノマーなどの窒素含有モノマーである。
【化１】

　式中、
ａは０または１であり、
Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は独立してＨ－およびＣＨ3－または他のアルキル基から選択され、
Ｘはエステル基またはアミド基から選択され、
Ｙは、アルキル基、窒素含有芳香族基、次式の基
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【化２】

などの窒素含有基である。
　式中、
Ｚは二価連結基（典型的には約１～５個の炭素原子）であり、
ｂは０または１であり、
Ｒ4およびＲ5は、水素、アルキル、アリール、シクロアルキルおよびアレニル基から選択
される。
【００４０】
　上の基中のＲ4およびＲ5は複素環を形成してもよい。すべての実施形態において、Ｙ、
Ｒ1およびＲ2は、Ｏ、Ｓ、Ｎなどのヘテロ原子も含んでよい。式Ｉが本発明において有用
な大部分の塩基性モノマーをまとめている一方で、他の窒素含有モノマーは、塩基性モノ
マーの定義（すなわち、酸で滴定できる）を満たすなら可能である。
【００４１】
　例証的な塩基性モノマーには、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド（Ｄ
ＭＡＰＭＡｍ）、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピルメタクリルアミド（ＤＥＡＰＭＡｍ）
、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート（ＤＭＡＥＡ）、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ
エチルアクリレート（ＤＥＡＥＡ）、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアクリレート（Ｄ
ＭＡＰＡ）、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピルアクリレート（ＤＥＡＰＡ）、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアミノエチルメタクリレート（ＤＭＡＥＭＡ）、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチルメ
タクリレート（ＤＥＡＥＭＡ）、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリルアミド（ＤＭＡ
ＥＡｍ）、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリルアミド（ＤＭＡＥＭＡｍ）、Ｎ，Ｎ
－ジエチルアミノエチルアクリルアミド（ＤＥＡＥＡｍ）、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチ
ルメタクリルアミド（ＤＥＡＥＭＡｍ）、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルビニルエーテル
（ＤＭＡＥＶＥ）、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチルビニルエーテル（ＤＥＡＥＶＥ）およ
びそれらの混合物が挙げられる。他の有用な塩基性モノマーには、ビニルピリジン、ビニ
ルイミダゾール、第三アミノ官能化スチレン（例えば、４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）
－スチレン（ＤＭＡＳ）、４－（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）－スチレン（ＤＥＡＳ））、
Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、アクリロニトリル、Ｎ－ビニルホロ
ムアミド、（メタ）アクリルアミドおよびそれらの混合物が挙げられる。
【００４２】
高Ｔｇモノマー
　高Ｔｇモノマーは、一般に、ホモポリマーとして約２０℃を上回るガラス転移温度（Ｔ
ｇ）を有するモノエチレン系不飽和モノマーである。好ましくは、高Ｔｇポリマーは、ホ
モポリマーとして２０℃を上回るＴｇを有するモノエチレン系不飽和モノマーから誘導さ
れる。典型的には、高Ｔｇポリマーは、式ＩＩ（以下）に示したようにアルキル基が約１
～約２０個、好ましくは約１～約１８個の炭素原子を含む非第三アルキルアルコールの（
メタ）アクリレートエステル、上で定義された酸性モノマーまたは塩基性モノマー、ビニ
ル末端モノマーおよびそれらの組み合わせよりなる群から選択されるモノエチレン系不飽
和モノマーから独立して誘導される。
【００４３】
　大部分の実施形態において、高Ｔｇポリマーは（メタ）アクリレートから独立して誘導
される。但し、特定の配合において、スチレンなどのビニル末端モノマーは同等または優
れた結果を示す場合がある。本発明において有用な適するモノマーの例には、ｔ－ブチル
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アクリレート、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、イソプロピルメタクリレ
ート、ｎ－ブチルメタクリレート、イソブチルメタクリレート、ｓ－ブチルメタクリレー
ト、ｔ－ブチルメタクリレート、ステアリルメタクリレート、フェニルメタクリレート、
シクロヘキシルメタクリレート、イソボルニルアクリレート、イソボルニルメタクリレー
ト、ベンジルメタクリレート、ブロモエチルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルメタ
クリレート、ヒドロキシプロピルメタクリレート、グリシジルメタクリレート、アリルメ
タクリレート、スチレン、酢酸ビニル、塩化ビニルが挙げられるが、それらに限定されな
い。
【００４４】
（メタ）アクリレートモノマー
　本発明において有用な（メタ）アクリレートコポリマーは、式（ＩＩ）のモノマーなど
の、アルキル基が約１～約２０個、好ましくは約１～約１８個の炭素原子を含む非第三ア
ルキルアルコールの（メタ）アクリレートエステルよりなる群から選択される少なくとも
１種の一官能性不飽和モノマーを含む。

【化３】

　式中、Ｒ1はＨまたはＣＨ3であり、後者は（メタ）アクリレートモノマーがメタクリレ
ートモノマーである場合に対応し、Ｒ2は直鎖、分岐、芳香族または環式の炭化水素基で
ある。Ｒ2が炭化水素基である時、それはヘテロ原子（例えば、酸素または硫黄）を含む
ことも可能である。Ｒ2を選択する時に考慮する基準は、コストおよびコポリマーを接着
剤に導入する形態を含む。
【００４５】
　本発明において有用な適する（メタ）アクリレートモノマーの例には、ベンジルメタク
リレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、シクロヘキシルアクリ
レート、シクロヘキシルメタクリレート、デシルアクリレート、２－エトキシエチルアク
リレート、２－エトキシエチルメタクリレート、エチルアクリレート、２－エチルヘキシ
ルアクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－ヘキサデシルアクリレート、ｎ－ヘキサデ
シルメタクリレート、ヘキシルアクリレート、ヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロ
キシエチルアクリレート、イソアミルアクリレート、イソボルニルアクリレート、イソボ
ルニルメタクリレート、イソブチルアクリレート、イソデシルアクリレート、イソデシル
メタクリレート、イソノニルアクリレート、イソオクチルアクリレート、イソオクチルメ
タクリレート、イソトリデシルアクリレート、ラウリルアクリレート、ラウリルメタクリ
レート、２－メトキシエチルアクリレート、メチルアクリレート、メチルメタクリレート
、２－メチルブチルアクリレート、４－メチル－２－ペンチルアクリレート、１－メチル
シクロヘキシルメタクリレート、２－メチルシクロヘキシルメタクリレート、３－メチル
シクロヘキシルメタクリレート、４－メチルシクロヘキシルメタクリレート、オクタデシ
ルアクリレート、オクタデシルメタクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、ｎ－オクチ
ルメタクリレート、２－フェノキシエチルメタクリレート、２－フェノキシエチルアクリ
レート、プロピルアクリレート、プロピルメタクリレート、ｎ－テトラデシルアクリレー
ト、ｎ－テトラデシルメタクリレートおよびそれらの混合物が挙げられるが、それらに限
定されない。
【００４６】
ビニルモノマー
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　酸性コポリマーおよび塩基性コポリマー中で有用なビニルモノマーを用いる時、こうし
たビニルモノマーには、ビニルエステル（例えば酢酸ビニル）、スチレン、置換スチレン
（例えばアルファメチルスチレン）、ハロゲン化ビニル、プロピオン酸ビニルおよびそれ
らの混合物が挙げられる。他の有用なビニルモノマーには、国際公開第８４／０３８３７
号パンフレットおよび欧州特許出願ＥＰ第１４０９４１号に記載されているような（メタ
）アクリレート－末端スチレンオリゴマーおよび（メタ）アクリレート－末端ポリエーテ
ルなどのマクロメリックな（メタ）アクリレートが挙げられる。
【００４７】
重合方法
　本明細書のポリマーは、溶液プロセス、放射線プロセス、塊状プロセス、分散プロセス
、乳化プロセスおよび懸濁プロセスを含む従来のいずれかのラジカル重合法によって調製
することが可能である。溶液重合の一方法において、モノマーは、適する不活性有機溶媒
と合わせてスターラー、温度計、コンデンサ、添加漏斗およびサーモウォッチが装着され
ている四つ口反応容器に投入される。
【００４８】
　濃縮された熱ラジカル開始剤溶液は添加漏斗に添加される。その後、全体の反応容器、
添加漏斗およびそれらの内容物は窒素でパージして不活性雰囲気をもたらす。一旦パージ
してしまうと、容器内の溶液は適切な温度に加熱して、添加されるべきラジカル開始剤を
活性化させ、開始剤は添加され、混合物は反応中に攪拌される。９８％～９９％の転化率
を典型的には約２０時間後に得ることが可能である。
【００４９】
　米国特許第４，６１９，９７９号明細書および同第４，８４３，１３４号明細書におい
てコトナー（Ｋｏｔｎｏｕｒ）らによって記載された連続ラジカル重合法などの塊状重合
法、米国特許第５，６３７，６４６号明細書においてエリス（Ｅｌｌｉｓ）によって記載
されたバッチ反応器を用いる本質的に断熱の重合法、米国特許第４，８３３，１７９号明
細書においてヤング（Ｙｏｕｎｇ）らによって記載された懸濁重合法および国際公開第９
７／３３９４５号パンフレットにおいてハーマー（Ｈａｒｍｅｒ）らによって記載された
包装済みプレ接着剤組成物を重合するために記載された方法もポリマーを調製するために
用いてよい。
【００５０】
　用いてもよい適する熱ラジカル開始剤には、２，２’－アゾビス（イソブチロニトリル
）などのアゾ化合物、ｔ－ブチルヒドロペルオキシドなどのヒドロペルオキシド、ならび
に過酸化ベンゾイルおよび過酸化シクロヘキサノンなどの過酸化物から選択された開始剤
が挙げられるが、それらに限定されない。本発明により有用である光開始剤には、ベンゾ
インメチルエーテルまたはベンゾインイソプロピルエーテルなどのベンゾインエーテル、
アニソールメチルエーテルなどの置換ベンゾインエーテル、２，２－ジエトキシアセトフ
ェノンおよび２，２’－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノンなどの置換アセトフェ
ノン、２－メチル－２－ヒドロキシプロピオフェノンなどの置換アルファケトール、２－
ナフタレンスルホニルクロリドなどの芳香族スルホニルクロリドならびに１－フェニル－
１，２－プロパンジオン－２－（エトキシカルボニル）オキシムなどの光活性オキシムか
ら選択された光開始剤が挙げられるが、それらに限定されない。熱誘導重合と放射線誘導
重合の両方に関して、開始剤は、モノマーの全質量を基準にして約０．０５質量％～約５
．０質量％の量で存在する。
【００５１】
　無溶媒実施形態が本発明の範囲内で見込まれる一方で、本発明の接着剤組成物を調製す
る際に溶媒を用いることが好ましい。必要ならば、適する溶媒は、反応に別段に悪影響を
及ぼさないように反応物および製品に対して十分に不活性であるいかなる液体であっても
よい。こうした溶媒には、酢酸エチル、アセトン、メチルエチルケトンおよびそれらの混
合物が挙げられる。代表的な溶媒には、アセトン、メチルエチルケトン、ヘプタンおよび
トルエンが挙げられる。溶媒を用いるならば、溶媒の量は、反応物（モノマーおよび開始
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剤）および溶媒の全質量を基準にして一般には約３０～８０質量％である。溶媒はブレン
ディングの前にポリマーから任意に除去される。
【００５２】
　ポリマーの分子量を制御するために本明細書に記載されたポリマーを重合する時に連鎖
移動剤も用いることが可能である。適する連鎖移動剤には、ハロゲン化炭化水素（例えば
四臭化炭素）および硫黄化合物（例えば、ラウリルメルカプタン、ブチルメルカプタン、
エタンチオールおよび２－メルカプトエーテル）が挙げられる。
【００５３】
　有用である連鎖移動剤の量は、所望の分子量および連鎖移動剤のタイプに応じて異なる
。有機溶媒（例えば、トルエン、イソプロパノールおよび酢酸エチル）も連鎖移動剤とし
て用いることが可能であるが、こうした有機溶媒は、例えば硫黄化合物ほどには一般に活
性でない。連鎖移動剤は、モノマーの全質量を基準にして典型的には約０．００１部～約
１０部、より多くの場合０．０１部～約０．５部、特に約０．０２部～約０．２０部の量
で用いられる。
【００５４】
架橋剤
　被覆された接着剤組成物の凝集強度を高めるために、架橋添加剤がブレンドに導入され
る。２つのタイプの架橋添加剤が一般に用いられる。第１の架橋添加剤は多官能性アジリ
ジンなどの熱架橋添加剤である。一例は１，１’－（１，３－フェニレンジカルボニル）
－ビス－（２－メチルアジリジン）（「ビスアミド（Ｂｉｓａｍｉｄｅ）」）である。こ
うした化学架橋剤は、重合後に溶媒系ＰＳＡに添加することが可能であり、被覆された接
着剤のオーブン乾燥中に熱によって活性化することが可能である。イソシアネート架橋剤
およびエポキシ架橋剤も用いることが可能である。
【００５５】
　もう１つの実施形態において、架橋反応を行うためにラジカルに頼る化学架橋剤を用い
てもよい。例えば過酸化物などの試薬はラジカル源として機能する。十分に加熱された時
、これらの前駆物質はポリマーの架橋反応を引き起こすラジカルを発生させる。一般的な
ラジカル発生試薬は過酸化ベンゾイルである。ラジカル発生剤は少量でのみ必要とされる
が、一般には架橋反応を完了させるためにビスアミド試薬のために必要とされる温度より
高い温度を必要とする。
【００５６】
　化学架橋剤の第２のタイプは、高強度紫外（ＵＶ）線によって活性化される感光性架橋
剤である。用いられる一般的な２種の感光性架橋剤は、米国特許第４，７３７，５５９号
明細書に記載されたようなベンゾフェノンおよび共重合性芳香族ケトンモノマーである。
溶液組成物にポスト添加するとともにＵＶ線によって活性化することが可能であるもう１
種の光架橋剤は、トリアジン、例えば２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－（４－メ
トキシ－フェニル）－ｓ－トリアジンである。これらの架橋剤は、中圧水銀ランプまたは
ＵＶバックライトなどの人工光源から発生させたＵＶ線によって活性化される。
【００５７】
　メタアクリルオキシプロピルトリメトキシシラン（ペンシルバニア州タリータウンのゲ
レスト（Ｇｅｌｅｓｔ，Ｉｎｃ．（Ｔｕｌｌｙｔｏｗｎ，ＰＡ））から入手できる）、ビ
ニルジメチルエトキシシラン、ビニルメチルジエトキシシラン、ビニルトリエトキシシラ
ン、ビニルトリメトキシシランおよびビニルトリフェノキシシランなどに限定されないが
、それらを含むモノエチレン系アリル不飽和モノ－、ジ－およびトリ－アルコキシシラン
化合物など加水分解性ラジカル共重合性架橋剤も有用な架橋剤である。多官能性アクリレ
ートは塊状重合または乳化重合のために有用である。有用な多官能性アクリレート架橋剤
の例には、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ポリ（エチレングリコール）ジア
クリレート、ポリブタジエンジアクリレート、ポリウレタンジアクリレートおよびプロポ
キシル化グリセリントリアクリレート、ならびにそれらの混合物などのジアクリレート、
トリアクリレートおよびテトラアクリレートが挙げられるが、それらに限定されない。架
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橋はガンマ線または電子ビーム線などの高エネルギー電磁放射線を用いても達成してよい
。
【００５８】
　架橋剤の量および種類は接着剤組成物の用途に応じて調整される。典型的には、架橋剤
は接着剤組成物の全乾燥質量を基準にして５部未満の量で存在する。より特に、架橋剤は
接着剤組成物の全乾燥質量を基準にして０．０１部～１部の量で存在する。
【００５９】
添加剤
　共重合後、経時的な光学的透明性および環境安定性などの所望の特性に悪影響を及ぼさ
ないかぎり、他の添加剤を得られた接着剤ブレンド組成物に添加してもよい。ＰＳＡの極
限粘着性および剥離特性を最適化するのを助けるために、例えば、相溶性の粘着性付与剤
および／または可塑剤を添加してもよい。こうした粘着性調整剤の使用は、ドナタ・サタ
ス（Ｄｏｎａｔａ　Ｓａｔａｓ）編、感圧接着剤技術ハンドブック（Ｈａｎｄｂｏｏｋ　
ｏｆ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ）（１９８２）に記載されているように技術上一般的である。有用な粘着性付与剤の例
には、ロジン、ロジン誘導体、ポリテレペン樹脂およびクマロン－インデン樹脂などが挙
げられるが、それらに限定されない。本発明の接着剤に添加してもよい可塑剤は多様な市
販材料から選択してもよい。各場合、添加された可塑剤はＰＳＡと相溶性でなければなら
ない。代表的な可塑剤には、ポリオキシエチレンアリールエーテル、ジアルキルアジペー
ト、２－エチルヘキシルジフェニルホスフェート、ｔ－ブチルフェニルジフェニルホスフ
ェート、２－エチルヘキシルアジペート、トルエンスルホンアミド、ジプロピレングリコ
ールジベンゾエート、ポリエチレングリコールジベンゾエート、ポリオキシプロピレンア
リールエーテル、ジブトキシエトキシエチルホルマールおよびジブトキシエトキシエチル
アジペートが挙げられる。技術上知られているＵＶ安定剤も添加してよい。
【００６０】
　接着剤組成物は、好ましくは光学的に透過性、例えば光学的に透明性であることが可能
である。光学的透明性は光学エレメントを調製する際に接着剤を用いることを可能にする
。接着剤は、標準使用条件下で、および促進老化試験によって示されるように、有効期間
にわたり光学的透明性、例えば透過率を維持することも可能である。所望の透明性、安定
性、接着強度、一体性などのバランスは、接着剤の原料の組み合わせの選択によって接着
剤において達成することが可能である。追加の原料は、認められるように透明性、接着強
度、一体性、安定性などの特性を均衡させるように選択することが可能である。
【００６１】
相溶化接着剤ブレンドの調製
　本発明の組成物は、架橋剤および他のあらゆる任意の成分と組み合わせて好ましくは少
なくとも光学的に透明で安定な接着剤を意味する接着剤の有用な特性バランスをもたらす
いかなる相対量においても接着剤組成物中にＰＳＡ成分および高Ｔｇポリマーを含む。
【００６２】
　ＰＳＡ成分に関する量は、粘着性または粘着力および他のＰＳＡ特性の有用な量を含む
感圧接着剤の機能特性を提供するように含まれる。感圧接着剤のこれらの特性および他の
特性ならびにこれらの特性を達成するのに必要な量はよく理解されている。
【００６３】
　高Ｔｇポリマーに関して、所定の用途において十分な安定性および透明性を提供するた
めに、いかなる量も含めることが可能である。好ましくは、一定量の高Ｔｇポリマーは、
接着剤または接着剤を導入している製品によって経験される条件下で使用中および経時的
に接着剤の光学的透明性を維持するように含めることが可能である。特に、高Ｔｇポリマ
ーのその量は、様々な環境条件下で経時的に離層も泡立ちもしない接着層を提供すること
が可能である。必要な接着強度は接着される材料に応じて異なるが、高Ｔｇポリマーの好
ましい量は、ガス放出材料を低水蒸気移動材料に接着させるために用いられる時、経時的
に泡立ちも離層もしない本発明による接着剤を提供することが可能である。
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【００６４】
　概して、ＰＳＡ成分および高Ｔｇポリマーは、感圧接着剤特性、接着層特性および光学
的透明性とこれらの特性の安定性および使用中の経時的な透明性の所望の組み合わせを提
供する相対量で接着剤組成物中に含めることが可能である。一般に、他の変数の中で特に
化学的な種類および分子量、架橋の量などの要素に応じて、合計のＰＳＡ成分および高Ｔ
ｇポリマー１００質量部を基準にして約５０質量部未満の高Ｔｇポリマーは、許容できる
光学的透明性を有する相溶化接着剤組成物を提供することが可能である。模範的実施形態
では合計のＰＳＡ成分および高Ｔｇポリマー１００質量部を基準にして約３０質量部未満
の量の高Ｔｇポリマーを含有する。低端で十分な接着特性を提供するために有用な高Ｔｇ
ポリマーの量は、高ＴｇポリマーおよびＰＳＡポリマーのタイプなどの要素に応じて異な
ることが可能であるが、一般に、有用な量は、合計の高ＴｇポリマーおよびＰＳＡ成分１
００質量部を基準にして少なくとも約５質量部からの高Ｔｇポリマーであることが可能で
ある。殆どの実施形態において、２成分の範囲は、高ＴｇポリマーおよびＰＳＡ成分１０
０質量部の合計を基準にして約１０～約３０質量部の高Ｔｇポリマーであることが可能で
ある。
【００６５】
　感圧接着剤成分および高Ｔｇポリマー添加剤は、当業者に知られている伝統的な方法に
よってブレンドすることが可能である。こうした方法には、混合、メカニカルローリング
、ホットメルトブレンディングなどが挙げられる。典型的には、感圧接着剤成分および高
Ｔｇポリマー添加剤は溶液中で混合される。
【００６６】
相溶化接着剤ブレンドの塗布
　接着剤組成物は、グラビア塗布、カーテン塗布、スロット塗布、スピン塗布、スクリー
ン塗布、転写式塗布およびブラシ塗布またはロール塗布などに限定されないが、それらを
含む従来のいずれかの塗布方法によって被着させてもよい。典型的には液体の形で被覆さ
れる接着剤層の厚さは、用いられる材料の性質および所望の特定の特性に応じてある程度
異なるが、こうした特性および特性に対する厚さの関係は技術上よく理解されている。接
着剤層の例証的な厚さは、約０．０５～約１００マイクロメートルの範囲内であってもよ
い。
【００６７】
　例証的な実施形態は溶媒中で接着剤組成物を被覆することを含む。別の実施形態におい
て、コポリマーはホットメルト被覆性であり、引き続き後で架橋される。
【００６８】
　接着剤組成物は好ましくは光学的に透明である。光学的透明性は、当業者によって認め
られるように多くの異なる方法で測定することが可能であるが、本開示の目的において、
光学的透明性は、目視で観察できるとともにＡＳＴＭ－Ｄ１００３－９５に準拠して任意
に測定することが可能である。こうして測定された時、本発明による接着剤は、少なくと
も約９０％の視感透過率および約２％未満の曇り度を示すことが可能である。
【００６９】
　接着剤組成物の好ましい特性が、接着剤が存在しないエレメントに比べて多層物品、例
えば積層物の視感透過率の一切の損失の一因になることを避けるので、視感透過率が積層
物について測定される時、視感透過率は、基準として殆どの透過性基材を用いて記録する
ことが可能である。例えば、ガラス／接着剤／フィルム積層物において、ガラスは基準と
して用いることが可能であり（すなわち、ガラスを通した透過率を１００％透過率として
設定することが可能である）、積層物の％透過率はガラス単独の透過率を基準とすること
が可能である。
【００７０】
　例証的な接着剤は、接着剤の有効寿命にわたって有用な光学的透過率を維持することが
可能であり、確実な接着強度を維持することも可能であり、有効寿命にわたって多層製品
のエレメント間の光学的透明性を維持するために離層または泡立ちに耐えるか、あるいは
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離層または泡立ちを避ける。こうした安定性および光学的透過率の保持は、任意に１種以
上の他の材料に接着させた接着剤のサンプルを一定時間にわたり任意に高い湿度条件と合
わせて高温にさらす促進老化試験によって測定することが可能である。本発明の接着剤は
、こうした促進老化試験後に光学的透明性を次の通り保持することが可能である。促進老
化のためのオーブン内で約５００時間にわたり９０℃で接着剤組成物を老化させた後、老
化させた接着剤は半透明、例えば光学的に透明であり、老化させた接着剤の視感透過率は
９０％を上回ることが可能であり、老化させた接着剤の曇り度は２％未満であることが可
能である。９０℃のオーブンの湿度は制御されておらず、内部空間内でオーブンに関して
周囲状態であり、９０℃での相対湿度は、一般には１０または２０％より低いことが可能
である。
【００７１】
　例証的な実施形態において、本発明の接着剤組成物は、約５００時間にわたる温度およ
び湿度の制御によりオーブン内で８０℃および相対湿度９０％で接着剤組成物を老化させ
た後に老化させた接着剤が半透明、例えば光学的に透明であるように光学的透明性を保持
することが可能である。更に、老化させた接着剤の視感透過率は９０％を上回ることが可
能であり、曇り度は２％未満であることが可能である。
【００７２】
　光学的に透明である接着剤は、様々な光学部品、光学エレメントおよび光学製品の部品
を互いに接着させる際に有用であることが可能である。より一般的には、接着剤は、製品
のあらゆるタイプを互いに接着させる際に有用であることが可能であり、製品が光学的透
過性の接着剤、好ましくは光学的に透明な接着剤を必要とするか、または光学的透過性の
接着剤、好ましくは光学的に透明な接着剤の恩恵を受ける場合に特に有用である。
【００７３】
　光学エレメントは、コンピュータのためのスクリーンまたは他のディスプレイなどの光
学的効果または光学用途を有する物品および製品、偏光層、反射層、赤外線反射光学透明
層などの選択的反射層などの前記スクリーンの部品、偏光または反射しうる窓のための塗
料、他の部分または完全反射性光学透過性製品などを含む。
【００７４】
　光学エレメントの例には、光学材料の１つ以上の異なる層、典型的には、少なくとも部
分的に光学的に透過性、反射性または偏光性または光学的透明である層またはフィルムを
互いに接着させるために接着剤が用いられる光学エレメントが挙げられる。光学エレメン
トは、高分子、ガラス、金属化ポリマーあるいは本接着剤またはもう１種の接着剤、例え
ば、もう１種の感圧接着剤または構造接着剤のいずれか１種以上であることが可能である
多くの異なる基材層を典型的に含む。これらの材料のいずれか１種以上は、軟質、硬質、
強度または支持を含む所望の物理的特性も提供することが可能であるか、あるいは反射性
、部分反射性、反射防止性、偏光性、異なる波長に対して選択的に透過性または反射性の
１つ以上であることが可能であり、典型的には、光学エレメント内で機能するのに十分に
光学的に透過性である。こうした層は、高分子、ガラスまたは金属である材料を含む周知
された光学材料から、および接着剤の層からも調製することが可能である。これらの材料
または層のいずれか１つ以上は、脆弱層、ガス放出層または低水蒸気移動層であってもよ
い（以下参照）。
【００７５】
　光学エレメントのための支持体を提供するために含めることが可能である硬質基材の例
には、ガラス、またはポリカーボネート、ポリアクリレート、ポリエステルなどの硬質高
分子材料が挙げられる。多くの場合、こうした硬質高分子材料は、特に比較的厚い（例え
ば、ミリメートルまたはセンチメートルの範囲内、より小さい寸法とは対照的に）時、ガ
ス放出の特性を示しうる。これは周知されており、光学製品および光学エレメントにおい
て苛立たしい問題である。このガス放出の問題は、ガスが通過することを可能にせず、ガ
スに対するバリアとして機能する層であって、接着剤界面でガス捕集をもたらし、泡立ち
または離層、低下した接着強度または透明性の損失を引き起こす層にガス放出層を接着さ
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せる場合に悪化しうる。本発明の接着剤は改善された接着強度および安定性を提供し、従
って、ガス放出基材を低水蒸気移動層に接着させるために本接着剤を用いる場合でさえ、
こうした泡立ちまたは離層を減少させるか、または排除することが可能である。
【００７６】
　ガス放出基材層の特定の例には、約１～３ミリメートルからより厚い任意の厚さに至る
範囲内の厚さを有するポリカーボネートなどのポリカーボネート、および例えばより厚い
任意の厚さに至る最小量で１～３ミリメートルの厚さを有するポリメチルメタクリレート
などのポリアクリレートが挙げられる。
【００７７】
　低水蒸気透過率を有することが考えられる材料も知られ、理解されており、こうした材
料は、水蒸気に対するバリアとして効果的に機能できる特定の塗料を含んでも、または含
まなくてもよい高分子フィルムを含むフィルムの特定の化学成分および構造を含む。特定
の光学製品構造において離層、泡立ち、接着強度の損失または透明性の損失を引き起こし
うる水蒸気透過率の限界レベルは、ガス放出基材層の組成およびガス放出基材層が生成す
るガスの量、使用の条件ならびに接着剤の組成および全体的な厚さ、一体性および安定性
などの種々の要素に応じて異なることが可能である。
【００７８】
　他のポリマー材料または高分子材料は、例えば、機械的特性、導電性；および拡散、色
などの光学機能を提供するために光学エレメント中で用いてもよい。高分子材料の例には
、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、ポリエステル（ポリエチレンテレフ
タレート）、ポリウレタン、酢酸セルロース、三酢酸セルロース、エチルセルロースなど
のプラスチックフィルム、拡散フィルム、金属化高分子フィルムおよびセラミックシート
材料、ならびに視角補償フィルムなどの他の光学フィルムが挙げられるが、それらに限定
されない。より特定の例には、いずれもが反射性、部分反射性または別段に光学的に有用
であることが可能である米国特許第６，２７７，４８５号明細書、欄１３および１４に記
載されたような多層ＡＲ（反射防止）フィルムおよび米国特許第６，０４９，４１９号明
細書に記載されたフィルムなどのミクロ層フィルムが挙げられる。
【００７９】
　本発明は、上述したガス放出基材材料または他のガス放出基材材料のいずれかを低水蒸
気移動材料を含む上述した基材材料または他の基材材料のいずれかに接着させて、好まし
くは光学的に透過性の多層物品内に光学的に透明で環境上安定な接着層を作り出すために
上述した接着剤の使用を考慮している。図１および２で例示されたように本発明により調
製された多層光学製品の例証的な実施形態を以下で記載する。これらの実施形態は、あら
ゆる用途であるが、特に光学的透明性が必要とされる用途のために上述した接着剤を用い
る本明細書で記載されたより大きな発明を例示している。
【００８０】
　図１は、接着剤を用いてガス放出層に接着された低水蒸気透過性フィルムを含む本発明
による光学エレメントの実施形態を例示している。図を参照すると、光学エレメント２は
、本明細書に記載されたように構成している光学的に透過性の接着剤８を用いて低水蒸気
透過性フィルム６に接着されたガス放出層４を含む。ガス放出層４は、硬質ポリカーボネ
ートまたはポリアクリレートなどの上述したような、または別な風な任意のガス放出基材
であることが可能であり、低水蒸気透過性フィルムは、上述したような、または別な風な
任意のフィルムであることが可能である。ガス放出層４は、厚さ４．４ミリメートルのポ
リカーボネートまたは厚さ３．０ｍｍのアクリルであってもよく、低水蒸気透過性フィル
ム６はＡＲフィルムであることが可能である。あるいは、低水蒸気透過性フィルム６は、
光学的に透明であるが米国特許第５，３６０，６５９号明細書に記載されたような赤外線
反射フィルムなどの選択的透過性を有するミクロ層フィルムなどのＩＲフィルム（すなわ
ち、ソーラー反射フィルムなどの赤外線反射フィルム）であってもよい。
【００８１】
　図２は本発明による偏光光学エレメントのもう１つの実施形態を例示している。図２は
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よびＬＣＤガラス層５４を含む偏光光学エレメント４０を示している。接着剤層４４、４
６および５２の少なくとも１層および任意にすべての層は、本明細書に記載された接着剤
組成物であるか、あるいは異なる感圧接着剤または構造接着剤であってもよい。
【００８２】
　本発明は、例えば、基材層上に接着剤を分配し、多層物品の異なる層などのもう１種の
材料に接着剤を任意に接触させることによる接着剤を用いる方法に更に関連する。本発明
方法の例証的な工程は、剥離ライナーまたは光学フィルムなどの基材上に接着剤を置く工
程、接着剤中の任意の溶媒の任意の乾燥または（メタ）アクリレート成分の重合工程、ま
たは接着剤を用いる多層物品の調製において用いることが知られている他の工程、技術ま
たは方法を含んでもよい。
【００８３】
　本明細書で記載された接着剤は、本発明の重要な実施形態において、光学的に透明な部
品および光学エレメントを調製するために有用であることが典型的に理解された方法にお
いて用いることが可能である。光学エレメントを調製する例証的な方法には、特に、米国
特許第５，８９７，７２７号明細書、同第５，８５８，６２４号明細書および同第６，１
８０，２００号明細書において特定された方法が挙げられる。接着剤組成物は、典型的に
は、一般に有用な方法によって液体感圧接着剤で被覆するか、または被着させる、例えば
剥離ライナー上に被覆することが可能である液体の形をとっている。溶媒を用いる場合、
溶媒は被覆された接着剤から後で除去することが可能である。有用な次の工程の例は、被
覆された接着剤を基材上に典型的には積層によって転写する工程である。
【００８４】
　例証的な剥離ライナーは周知されており、市販されており、剥離ライナーには、バージ
ニア州マーチンズビルのＣＰフィルム（ＣＰ　Ｆｉｌｍ（Ｍａｒｔｉｎｓｖｉｌｌｅ，Ｖ
Ａ））から入手できるＴ－３０ライナーなどの、シリコーン、フルオロカーボンなどの剥
離剤が被覆された紙ライナーおよびフィルムライナーが挙げられる。
【００８５】
　本発明の幾つかの実施形態において、接着剤保持基材は、次に、接着のためのもう１種
の材料に接触させることが可能である。この工程は積層または別な方法によって実行する
ことが可能である。
【実施例】
【００８６】
　これらの実施例は単に例示目的のためのみであり、添付したクレームの範囲について限
定する積もりはない。実施例および本明細書の残りの中のすべての部、百分率、比などは
、特に指示がない限り重量による。特に注記がない限り、材料はウィスコンシン州ミルウ
ォーキーのアルドリッチ・ケミカルズ（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｍｉｌｗ
ａｕｋｅｅ，ＷＩ））から得た。
【００８７】
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【表１】

【００８８】
ポリマー添加剤１の調製
　ガラス反応容器にＶＡＺＯ－６７開始剤（０．３ｇ）、ＭＭＡ（７０ｇ）、ＢＭＡ（２
５ｇ）、ＤＭＡＥＭＡ（５ｇ）および酢酸エチル（１５０ｇ）を入れた。得られた溶液を
窒素で１５分にわたり脱気し、容器を密封し、６５℃の水浴内で２４時間にわたり回転さ
せて、粘性溶液（固形物４０質量％）を生じさせた。こうして得られたポリマーは、２１
０，０００の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた。
【００８９】
ポリマー添加剤２の調製
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　ＶＡＺＯ－６７開始剤（１ｇ）を用い、反応を６０℃で行い、固形物が３０質量％であ
ったことを除き、ポリマー添加剤１の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得ら
れたポリマーは、１１５，０００の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有して
いた。
【００９０】
ポリマー添加剤３の調製
　更にイソオクチルチオグリコレート（１ｇ）を添加したことを除き、ポリマー添加剤２
の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得られたポリマーは、２７，４００の重
量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた。
【００９１】
ポリマー添加剤４の調製
　モノマーがＩＯＡ（５ｇ）、ＭＭＡ（９０ｇ）およびＤＭＡＥＭＡ（５ｇ）であったこ
とを除き、ポリマー添加剤２の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得られたポ
リマーは、１０４，０００の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた。
【００９２】
ポリマー添加剤５の調製
　モノマーがＩＯＡ（２５ｇ）、ＭＭＡ（７０ｇ）およびＤＭＡＥＭＡ（５ｇ）であった
ことを除き、ポリマー添加剤２の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得られた
ポリマーは、１０４，０００の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた
。
【００９３】
ポリマー添加剤６の調製
　モノマーがＩＯＡ（４５ｇ）、ＭＭＡ（５０ｇ）およびＤＭＡＥＭＡ（５ｇ）であった
ことを除き、ポリマー添加剤２の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得られた
ポリマーは、１０７，０００の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた
。
【００９４】
ポリマー添加剤７の調製
　モノマーがＩＯＡ（９５ｇ）およびＤＭＡＥＭＡ（５ｇ）であったことを除き、ポリマ
ー添加剤２の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得られたポリマーは、１３０
，０００の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた。
【００９５】
ポリマー添加剤８の調製
　モノマーがＭＭＡ（８０ｇ）およびＮＮＤＭＡ（２０ｇ）であったことを除き、ポリマ
ー添加剤２の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得られたポリマーは、８５，
６００の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた。
【００９６】
ポリマー添加剤９の調製
　モノマーがＭＭＡ（８５ｇ）およびＮＮＤＭＡ（１５ｇ）であったことを除き、ポリマ
ー添加剤２の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得られたポリマーは、７４，
７００の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた。
【００９７】
ポリマー添加剤１０の調製
　モノマーがＭＭＡ（９０ｇ）およびＮＮＤＭＡ（１０ｇ）であったことを除き、ポリマ
ー添加剤２の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得られたポリマーは、８５，
７００の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた。
【００９８】
ポリマー添加剤１１の調製
　ガラス反応容器にＶＡＺＯ－６７開始剤（０．３ｇ）、ＭＭＡ（４２ｇ）、ＢＭＡ（１
５ｇ）、ＡＡ（３ｇ）および酢酸エチル（１４０ｇ）を入れた。得られた溶液を窒素で１
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５分にわたり脱気し、容器を密封し、５８℃の水浴内で２４時間にわたり回転させて、粘
性溶液（固形物３０質量％）を生じさせた。こうして得られたポリマーは、１６４，００
０の重量平均分子量および表１に示した計算Ｔｇを有していた。
【００９９】
【表２】

【０１００】
ＰＳＡ１の調製
　ガラス反応容器にＶＡＺＯ－６７開始剤（０．１５ｇ）、ＩＯＡ（９３ｇ）、ＡＡ（７
ｇ）および酢酸エチル（１８６ｇ）を入れた。得られた溶液を窒素で３０分にわたり脱気
し、容器を密封し、６０℃の水浴内で２４時間にわたり回転させて、粘性溶液（固形物３
５質量％）を生じさせた。粘性溶液をトルエンで固形物２５質量％に更に希釈した。こう
して得られたポリマーは４９１，０００の重量平均分子量を有していた。
【０１０１】
ＰＳＡ２の調製
　モノマーがＩＯＡ（５７．５ｇ）、ＭＡ（３５ｇ）およびＡＡ（７．５ｇ）であったこ
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とを除き、ＰＳＡ１の調製と同じ手順および条件を用いた。こうして得られたポリマーは
５５７，０００の重量平均分子量を有していた。
【０１０２】
ＰＳＡ３の調製
　ガラス反応容器にＶＡＺＯ－６７開始剤（０．１２ｇ）、ＢＡ（４９．８ｇ）、ＮＮＤ
ＭＡ（９．０ｇ）、ＨＥＡ（１．２ｇ）および酢酸エチル（１４０ｇ）を入れた。得られ
た溶液を窒素で３０分にわたり脱気し、容器を密封し、５８℃の水浴内で２４時間にわた
り回転させて、粘性溶液（固形物３０質量％）を生じさせた。こうして得られたポリマー
は６９４，３００の重量平均分子量を有していた。
【０１０３】
【表３】

【０１０４】
実施例１
　１５部の固体ポリマー添加剤１を８５部の固体ＰＳＡ１に添加し、架橋剤としてビスア
ミドの固形物による０．１０部を更に添加し、接着剤層が厚さ２５μｍを有するように厚
さ５０μｍのＳＲＦフィルム上に混合物を被覆することにより接着剤フィルムを調製した
。７０℃のオーブン内で１０分にわたり熱乾燥させた後、接着剤フィルムをシリコーン被
覆剥離ライナーで覆った。その後、被覆されたフィルムのサンプルをＰＭＭＡプレートお
よびＰＣプレートに積層した。更に、ＰＳＡ１、ポリマー添加剤１およびビスアミド架橋
剤の混合物のサンプルをシリコーン被覆剥離ライナー上に被覆し、７０℃のオーブン内で
１０分にわたり熱乾燥させて、２５μｍの接着剤層厚さをもたらした。この接着剤フィル
ムをガラス顕微鏡スライドに積層し、剥離ライナーを除去し、ＡＳＴＭ試験法Ｄ１００３
－９５（「透明プラスチックの曇り度および視感透過率に関する標準試験」）に準拠して
メリーランド州シルバースプリングスのＢＹＫガードナー（ＢＹＫ　Ｇａｒｄｎｅｒ，Ｉ
ｎｃ．（Ｓｉｌｖｅｒ　Ｓｐｒｉｎｇｓ，ＭＤ）から市販されているＴＣＳプラス分光光
度計モデル８８７０を用いて光学的透過率および曇り度を測定した。視感透過率は９２．
８％であり、曇り度は０．７％であった。
【０１０５】
実施例２
　架橋剤として０．０５部のビスアミドを添加したことを除き、実施例１と同じ方式でサ
ンプルを調製した。
【０１０６】
実施例３
　１５部のポリマー添加剤２を８５部のＰＳＡ１に添加したことを除き、実施例１と同じ
方式でサンプルを調製した。
【０１０７】
実施例４
　１５部のポリマー添加剤４を８５部のＰＳＡ２に添加したことを除き、実施例１と同じ
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【０１０８】
実施例５
　１５部のポリマー添加剤５を８５部のＰＳＡ２に添加したことを除き、実施例１と同じ
方式でサンプルを調製した。
【０１０９】
実施例６
　１５部のポリマー添加剤８を８５部のＰＳＡ２に添加したことを除き、実施例１と同じ
方式でサンプルを調製した。
【０１１０】
実施例７
　１５部のポリマー添加剤９を８５部のＰＳＡ２に添加したことを除き、実施例１と同じ
方式でサンプルを調製した。
【０１１１】
実施例８
　１５部のポリマー添加剤１０を８５部のＰＳＡ２に添加したことを除き、実施例１と同
じ方式でサンプルを調製した。
【０１１２】
実施例９
　１５部のポリマー添加剤１１を８５部のＰＳＡ３に添加し、０．４部の架橋剤「ボスコ
ドール（Ｂｏｓｃｏｄｕｒ）１６」をビスアミド架橋剤の代わりに用いたことを除き、実
施例１と同じ方式でサンプルを調製した。
【０１１３】
比較例１
　架橋剤としてビスアミドを添加しなかったことを除き、実施例１と同じ方式でサンプル
を調製した。
【０１１４】
比較例２
　１５部のポリマー添加剤３を８５部のＰＳＡ１に添加したことを除き、実施例１と同じ
方式でサンプルを調製した。
【０１１５】
比較例３
　１５部のポリマー添加剤６を８５部のＰＳＡ２に添加したことを除き、実施例１と同じ
方式でサンプルを調製した。
【０１１６】
比較例４
　１５部のポリマー添加剤７を８５部のＰＳＡ２に添加したことを除き、実施例１と同じ
方式でサンプルを調製した。
【０１１７】
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【表４】

【０１１８】
試験実施例１
　積層構造体の老化特性を試験するために幾つかの異なる促進老化プロトコールを用いた
。９０℃のオーブン内に１週間にわたり積層物を入れることにより１つのプロトコールを
行い、それを「９０℃」と呼ぶ。８０℃および相対湿度９０％で湿度が制御されたオーブ
ン内に１週間にわたり積層物を入れることにより、もう１つのプロトコールを行い、それ
を「８０℃、９０％ＲＨ」と呼ぶ。すべての試験プロトコールの結果は、サンプルの光学
特性が維持されているか否かを決定するために目視観察により決定する。データは、サン
プルが光学的透明性を保持している場合「合格」、泡立ち（サイズ０．２ｍｍ～５ｍｍ）
が存在する場合「バブル」、およびポスト老化検査すると大きな泡立ち（サイズ＞５ｍｍ
）が存在する場合「ブリスタ」のいずれかで報告する。結果を以下の表４でまとめている
。
【０１１９】
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【表５】

【図面の簡単な説明】
【０１２０】
【図１】ガス放出層および低水蒸気移動層を含む本発明による光学エレメントの実施形態
を例示している。
【図２】本発明による偏光光学エレメントの実施形態を例示している。
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